
2017
年に1度、親と子がともに向かい合う日があったっていい。
その日を通じて、すべての親子の絆が強められたらすばらしい。
そんな願いを込めて、7月第4日曜日を「親子の日」にしたいと私たちは考えました。
2017 年は、7月23日が「親子の日」でした。
みなさまからのご協力をいただき、
親と子の距離がぐっと縮まる数々のイベントを開催し、
多くの共感をいただくことができました。

「親
子の日

」は15回目！
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『生まれて初めて出会う「親」と「子」の 関 係 を見つめることは、家族、地域 、

社 会 、そして自然をも含むすべての「環境」に敬意をはらい、平和を願うこと』

という思いを込めて、2003年に「親子の日」のオリジネーター、米国人写真家

ブルース・オズボーンは、7 月の第 4 日曜日を「親子の日」にと提唱しました。

その理念に共感し、「親子の日」に＜世界中の誰もが生まれて来た事を喜べる

世界の実現＞への願いを込めて、親子の日普及推進委員会が発足しました。

2017年も、「親子の日」を定着させるためのイベントを通じて多くの素晴らしい

出会いに恵まれ、非常に成果のあった一年でした。 

ブルース・オズボーンの理念と私達の願いを少しでも多くの人たちに届けた

いという思いが、年々具体化し、昨年はシンガポールでの展覧会、写真撮影会など

も実施。また高松宮賞、秩父宮賞、と並ぶ三大宮賞のひとつ、東久邇宮文化褒賞

を受賞いたしました。

 “ present to the future” という「親子の日」のスローガンが表すように、「親子

の日」に込めた思いは、きっと未来への宝物になると信じて、今後も活動を続

けていきたいと思っています。

◆ブルース・オズボーン プロフィール   http://www.bruceosborn.com/  

Art Center College of Design で、コマーシャル写真を専攻。1980 年の写真展「LA Fantasies」をきっかけに、
日本での活動を本格的に開始。ボストン子供の博物館の企画展「TEEN  TOKYO」では、東京のティーンエー
ジャーを撮影して展示。ボストンの MCET 制作、インターネットを使っての双方向教育番組では 8 回にわたっ
てディレクターを務め、アメリカの高校生にむけて“生の日本情報”を伝えた。
1982 年から始めた「親子」写真の撮影は今年で 34 年目になり、撮影した親子の数は 6000 組を数える。
2003 年より 7 月の第 4 日曜日を「親子の日」にと提唱したオリジネーターで、記念日協会にも登録。2014
年に同協会から「記念日文化功労賞」を授与。「親子」をテーマにした写真展は、外国人特派員クラブ、横浜
ランドマークタワー、山梨県立美術館、金沢 21 世紀美術館、愛・地球博園内愛知県児童総合センターなど、
各地で数多く開催。2016 年に在シンガポール日本国大使館 JCC において親子写真の展示会が実施される。
2011 年の 6 月から、「親子の日」公式プロジェクトとして被災地訪問を実施。また、「I TIE ☆  会いたい」では、
被災地でワークショップを実施。写真を中心に、子どもたちのネットワークづくりを構築。東久邇宮文化褒
賞を受賞するなど、親子をテーマとした作品とソーシャルアクションに大きな期待が寄せられている。

＜写真集・著書＞
「親子」（デルボ出版）／「Oyako」（INKS INC. BOOKS）／ 「KAZOKU」（角川書店） ／  「ごめんなさい」（日本標準）

「反バンビ症候群」（ヒヨコ舎）  ／ 「親馬鹿力」（岩崎書店）  ／ 「この国の環境」（アサヒビール・清水弘文堂書房）
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● 特別協賛

● 協賛

● 特別協力

オリンパス株式会社

オーティコン補聴器

DAC グループ

三菱地所・サイモン株式会社

花王株式会社

株式会社 TSUTAYA

● 協力
　フェイスブック ジャパン／エプソン販売株式会社

     株式会社円谷プロダクション／協同組合日本写真館協会／株式会社浪漫堂
    お母さん業界新聞／株式会社 琉球補聴器／ AXN ジャパン
     株式会社キタムラ／スタジオマリオ／株式会社オゾン　

● Special thanks
　滋賀県米原市／石川県珠洲市／山口県下松市／ 愛知県児童総合センター　　　
　SPACEPORT Inc. ／ 東京 YMCA " liby "／ B B スタジオ広尾／ HEARTFUL PHOTO
     下松商業開発株式会社／一般社団法人日本記念日協会／ 鵠沼海岸チャンネル
　 鬼頭印刷株式会社／株式会社山田製油／岩下食品株式会社／ DEAD STOCK UNION

● 後援
　J - WAV E ／よしもと PAPAPARK

毎日新聞社

「親子の日」の活動では、グリーン電力 (1,000KW) を利用しています

今年は、種子島の中種子町が運営する風力発電所のグリーン電力を使用しました

〜 〜
「親子の日」は、あなたと育てる「未来への贈物」です！
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「親子の日」オフィシャルサイト　http: // www.oyako.org 「親子の日」2017 年度の製作物

日・英バイリンガルの「親子の日」情報発信プラットフォームです。「スーパーフォトセッション」で撮影した

写真の掲載、「写真コンテスト」と「エッセイコンテスト」の公募と入賞者発表、「親子大賞」の投票と発表

など、公式イベント情報とともに、協賛企業での活用例、各地に広がる「親子の日」の情報を掲載しています。

イベントを開催する際には、プロモーションツールとして製作した「親子の日」のグッズなどを、多くの方に手

渡しました。積極的なプロモーション活動の結果として、多くの方から共感の声をいただくことができました。

Facebook・LINE・Twitter・Instagramなどの SNS を活用して、

多くの人たちとのコミュニケーションをはかりました。2017年も、

Google や Yahoo!  JAPAN などで「親子」または「oyako」を検索

すると「親子の日」のオフィシャルサイトが常にトップページ

にあり、「親子の日」に寄せられる関心の高さを実感しました。

◆ オフィシャルサイト

◆ S N S の活用

▼ オリジナルポスター《B2 サイズ…500 枚》
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
グ
《

600
枚
》

リーフレット 　
《三つ折り観音開き… 10,000 部》

T シャツ《200 枚》
限定で「親子の日」ロゴマーク入り
の T シャツをつくりました

「親子の日スーパーフォトセッション」
撮影参加親子に配られた
おみやげセット！

ステッカー《1,500 枚 》

ピンバッジ《5,000 個》

▼「親子の日」フライヤー
《公式イベント紹介…30,000 枚》

＊フライヤーは「親子の日」の普及、公式イベント告知に欠かせません
　2017 年も多くの人の協力で、たくさんのみなさまに手渡されました

＊協賛企業、写真館などでポスターを貼って
　普及に一役かってくださいました

ニュース、エッセイ、映画、ギャラリーほか、
見ごたえ読みごたえのある内容を常時更新
するコミュニケーションセンターです。

「親子の日」に関する充実した内容について
は、サイトを訪れるみなさまから高い評 価
をいただきました。

白
と
黒
の
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
が
好
評
で
し
た

▼

▼ ▼

▼

▼
▼
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親子の日 2017 スーパーフォトセッション／公式イベント

ブルース・オズボーンが 2003 年に「親子の日」を提 唱して以 来 続 けている

撮影イベントです。今年で 15 回目になりました。新聞や雑誌、インターネット

を通じて全国から多数の応募者があり、その中から 108 組の親子をご招待さ

せていただきました。遠方からの参加者もあり、たくさんの人たちの大切な思い

出作りに協力することができました。撮影した写真は、後日それぞれの親子に 1 枚

ずつ送付。ウェブサイトとオリンパスギャラリーでの展覧会で紹介しました。

今年もオンラインで
多元ライブ中継！

◆青 木 俊 一 ◆ 井上 佳 子 ◆ イノマタトシ
◆ 石 川 勝 一郎◆石川亮介◆岩上円香◆

上田 壮一◆江口カエ◆大関 和彦◆隠岐 
浩史◆実佳オズボーン◆由良オズボーン
◆ BRUCE OSBORN◆梶原美紀◆金子涼子
◆菅野 幸男◆木下聡◆木下都◆岸俊一
◆ 久 保 光 貴◆ 久 保 田 優 子 ◆ 河 野 任 慶
◆ 小斎富士 子 ◆ 櫻 井 武 司 ◆ 佐 藤 仁 ◆

佐 藤 宏 ◆ 沢 田 節 子 ◆ 志 喜 屋 秀 壮 ◆

関 智◆関宴子 ◆関ひばり◆袖岡 敦 史◆

田 中 勇 樹 ◆ 田 邉 哲 也 ◆ 田 原 佳 代 子 ◆

手塚俊兵◆手塚百音◆長塚かおる◆中内
朋子◆樋貝吉郎◆樋貝 美紀◆古河雄太
◆ 福 原義 久◆松 井博 司◆松井ひかる◆

松浦有◆松崎稔◆宮庄宏明◆元木行哉◆

森田わかな◆森田 似季◆柚木公奈◆横山
泰介◆渡辺 熱 (五十音順／敬称略 )

「親子の日」当日、撮影スタジオとなった BB スタジオ広尾にインターネット放送局を開設し、オン
ライン中継を行いました。今年は初の試みとして Facebook Live による多チャンネルライブ配信
を実施し、会場内に配置した複数のカメラを使い、親子の撮影セッション風景や会場内の様子の
レポートとともに、ゲストを招いたトークショーや親子エッセイの朗読コーナーなどを番組構成に
して配信しました。その結果、配信映像は再生回数 1 万回以上、約 6000 時間に及ぶ総再生時間
を記録し、例年以上に多くのネット視聴者に「親子の日」の活動に触れてもらえる機会を創出する
ことができました。　　　　　　　　　　　　　　　　　協力：鵠沼海岸チャンネル  MC：関 智

撮影／田邉哲也（新潟県柏崎市有限会社タナベスタジオ）

　次々と登場するゲストの
話は多種多彩で、思い出話
を掘り起こしたり今後の目
標など語り合うなどして盛
り上がりました

▲国内だけでなく、オーストラリア、アメリカなど海外からも、ネットを通じてたくさんの
　メッセージが届きました

＊受付用の写真撮影現場

＊２人でいっしょに考えてきたとっておきのポーズで

＊撮影後１枚選んでプリントしたら壁に貼ります

＊撮影スタジオに到着

＊
受
付
す
る
準
備
が
整
っ
て
ひ
と
息
！

＊
こ
ん
な
ポ
ー
ズ
で
撮
り
た
い
と
…

　

あ
れ
こ
れ
考
え
る
家
族

＊撮る方も撮られる方も一丸となって！

＊今年から「親子の日」の花はひまわり ＊親子でジャーンプ！！！！

＊撮影前のアンケートにも真剣に向き合って

＊ 2017 年 7 月 23 日「親子の日」スーパーフォトセッション終了後、スタッフの集合写真　 みなさまのサポートに感謝いたします

▲
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スーパーフォトセッション撮影写真と応募の動機／公式イベント

スーパーフォトセッション当日に、スタジオで撮影した参加者の写真の一部と、みなさまからいただいた応募

の動機を紹介します。今年もまた、素敵な時間を一緒に過ごしてくださったみなさまに心から感謝いたします。

★写真とテキストは対応していません

＊オズボーンさんが出演したテレビ番組の

「ワタシが日本に住む理由」を見た時に初

めてブルースさんのことを知りました。妻

が妊娠したのがきっかけで、オズボーンさ

んが活動として続けているスーパーフォト

セッションのことを思い出して応募しまし

た。親と一緒に写っている写真といえばお

互いに真面目な表情をしたものばかりで、

テレビの番組で見たオズボーンさんの写真

のような弾けた笑顔で写っている親子写真

を撮ってもらったことはありません。全員

が笑顔で写った写真を撮ってもらえたら、

自分の親への親孝行になると同時に子ども

が大きくなった時にその子にも昔話として

楽しく話して聞かせてあげられるのではな

いかと思い、応募させていただきました。

＊母から教えてもらった「親子の日」にあ

わせてサンフランシスコから里帰りする計

画です。

オズボーンさんが撮った写真が掲載されて

いる「親子の日」の HP の写真は、どの写真

を見ても、あたたかさが伝わってきて素敵

です。遠くに住んでいるのでなかなか両親

にも会えませんが、この機会にみんな一緒

に写真を撮ってもらえたら、最高の思い出

になります。

＊我が家のリビングルームの壁には、ブルー

スさんに撮ってもらった親子の写真が並ん

でいます。

私たち親子の成長をこんなにイキイキとユ

ニークな形で残せるとは思ってもいません

でしたので、私たちにとってこの写真はか

けがえのない宝物となっています。

子どもたちが大人になり、私たち親がいな

くなった後でもこの写真達は我が家の宝と

してずーっと大事に受け継がれていくで

しょう。できれば、もう１枚このコレクショ

ンを増やせれば嬉しいです。

＊ 2 年前に「親子の日」のフォトセッション

に参加した友人から「親子の日」の事を教

えてもらい、感動いたしました。その上、

F B で拝見した彼らの親子写真は、みんな楽

しそうな表情で、私たちもぜひ撮って欲し

いと思ったのを記憶しています。短期間で

すが、今年の夏はロサンジェルスから里帰り

して、子どもが日本の幼稚園に通うことに

なりました。友人家族のような素敵な写真

を、ぜひオズボーンさんに撮って欲しいと

思います。

＊結婚してすぐに、夫の転勤で生まれ故郷を

離れて引っ越すことになってしまいました。

頼る人が誰もいなく心細い頃に子どもを授

かりましたが、夫婦助け合いながら育児をし

ています。子どもが成長したら、きっと親子

の関係も変化していくと思いますので、10

年間の思い出となるような今の私たちの幸

せな姿を記録していただきたいと思います。

＊中学生になった娘が、今、反抗期の真っ

最中。本当に難しい年頃で四苦八苦の日々

ですが、家族の絆を深める記念になればと

思い応募させていただきました。どんなと

きでも我が子の成長を見守っていきたいと

いう親の覚悟を写真に記録してください。

＊子連れ再婚というと、ともするとインス

タントファミリーというイメージがあって

薄っぺらに思われがちですが、それを払拭

するために、みんなでいろいろなことを体

験し共感し、たくさんの日々を重ねて、毎

日を楽しく過ごしたいと思っています。結

婚して半年以上たちましたが、家族そろっ

ての写真をきちんと撮ったことがあまりな

かったので「親子の日」をきっかけに撮っ

てもらえたら最高です！きっと家族の仲が

深まるのではないかなと思います。

＊今年で結婚 12 周年。息子 10 歳と娘７歳

の親。ぜひともブルース・オズボーンさん

に思い出に残る素敵な記念写真を撮ってい

ただきたいと思い応募しました。「親子の日」

の HP で見るギャラリーの写真…みんなが

個性的でユニークな写真！あんな風に魅力

を引き出してもらえたらなーと思っています。

＊夫婦ともに写真 & カメラが好きで、出かけ

る際などによく撮影をしていますが、被写体

は主に自分の子どもで、なかなかみんな一緒

の写真が撮れません。今回は娘の２歳の誕

生日という事もあり、３人揃っての姿を、オ

ズボーンさんに撮影していただけたらと思

い応募させていただきました。

＊定年まで努めた会社を退職し、主人が家

人となりました。この変化の年の記念とし

て、忙しかった主人を交えて撮ってもらえ

たらと思って応募いたします。我家はどん

な姿になるんでしょう？  楽しみな反面、心

配です。

＊身近に子どもがいなかったこともあり、

子どもが生まれた時にどう感じるか想像で

きませんでしたが、いざ生まれてみると、

想像を絶する程にかわいくてかわいくて仕

方がありません。今の思いをそのまま封

じ込めるような写真を撮っていただきたい

と思って、今回応募しました。歩き出した

り喋り出したりした我家の天使と私たちを

撮って下さい。

＊結婚して 10 年目にやっと我が家にやって

きてくれた娘。「親子の日」という特別な日

に、家族３人で写真を撮っていただけたら

とても良い記念になると思い、応募しまし

た。よろしくお願いします。

＊写真家を目指していたので、撮影の仕方

を聞きたくってオズボーンさんの写真展に

行きました。展示会場でオズボーンさんに

会って思ったのは、その人柄が周りの人を

巻き込み、撮影される人の表情にも影響す

るんだろうな！ということ。いつか自分に

子どもができたら絶対撮ってもらうんだと、

その時に思いました！

結婚して子どもができた今年、その夢を実

現するために、今回応募しました。

＊離婚して 3 年経過。

それぞれの夢に向かって、まっすぐ進む自

慢の息子達。

全くタイプの違う３人ですが、私たち親子

はなかなか良い三角形！

私たち親子の「今」、オトナになりきる前の

息子達の「今」を、ブルース・オズボーン

さんに撮っていただきたいです。

よろしくお願いします。
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親子の日 2017 写真コンテスト／公式イベント 親子の日 2017 エッセイコンテスト／公式イベント

写真コンテストは、今回で14 回目をむかえました。 
2017 年も、オリンパスが運営する写真投稿コミュニティーサイト「FotoPus

（フォトパス）」をプラットホームとして運営。応募総数は 1644 点。個性の光
る作品が多く集まり、審査員も楽しみながら審査することができました。
毎日新聞社において厳選な審査を行なった結果、2 0 点の受賞作品が選ばれま
した。

12 回目のエッセイコンテストには 966 点もの作品が集まりました。
学校単位で応募してくださるケースや海外に住む方からの応募もますます増え、
異なる環境や背景のさまざまな親子のストーリーは、審査員の心に深く響き、
みなさまからの思いが伝わる作品に多く出会うことができました。
受賞者は以下の 17 名に決定いたしました。

◆ 親子の日写真コンテスト＜グランプリ＞

◆ オリンパス賞

◆ DAC NIKI Hills 賞

◆ エプソン賞

◆ オーティコン みみとも賞

◆毎日新聞社賞

◆三菱地所・サイモン賞

◆ 「親子の日」賞

◆ 円谷プロ賞

◆ ◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

オーティコン賞
今田尚輝（北海道函館市）

「七色のアイスクリーム」
池田太一（大阪府岸和田市）

「まばたき」
山本榮一 ( 埼玉県春日部市 )

「憧れのふたり飲み」

三菱地所・サイモン賞
塩田友美子（東京都江戸川区）

「愛の恩返し」
大野裕貴（埼玉県和光市）

「二十三本のカーネーション」
山田佳祐 ( 大阪府吹田市 )

「父からの、大事な話」

毎日新聞社賞
佐久間可奈（千葉県鎌ケ谷市）

「ただ一緒にいたいだけ」
山本篤（新潟県長岡市）

「お嬢さん、オムライスをどうぞ」
高田瑞萌 ( 広島県福山市 )

「おかあさんはおとうさん」

円谷賞
楢原香織（福岡県大野城市）

「お兄ちゃんのタヌキ寝入り」

TSUTAYA 賞
河村彩菜（千葉県千葉市）

「それが答えだ！」

「親子の日」賞
北岡直子（アメリカ在住）

「親になった日」
中野順（大阪府藤井寺市）

「父とメリーゴーランド」
大橋里香 ( 三重県熊野市 )

「母は応援団長」
星野有加里（宮崎県延岡市）

「みかん」
大江美典（兵庫県西脇市）

「焼き魚の日」

親子の日エッセイコンテスト＜グランプリ＞
原田恵李（兵庫県姫路市）

「もっと違うママが良かった！」

「一緒にあるこう」
ゆかんこ 8787

「どうかしら！？」
みみちゃんぺ

「母子の時間」
aym.b

「親子三代のお散歩 !!」
Ichigen

「親子４世代」
haruka1213

「手術成功」
よっしー７７

「甘いの大好き」
鈴鹿山太郎

「早く逢いたいな」
にじは

「四畳半の啓示」
ザル洗い

「重くなったなぁ～」
♪みゃみぃ♪

「娘とデ−トなう」Masa

「誇り」
kai_naito

「特等席から見る花火」
リンナ

「ひまわりの咲く道」
あっち 21

「ほら、お日さまが３つだよ！」
ありみ

「田植えのころ」
鼻まがり

▲ 2016 年に「親子大賞特別賞」を受
賞した平原綾香さんのライブにうか
がって再会を喜びました。
写真左はお父様の
平原まことさん

▲お２人から展覧会場に届
いたお祝いの花

「
親
子
大
賞
」
証
書

「いないいないばぁ」
つなぐゆめ

「親子対決」
cheki610

きた！
ハタユカ

「ごっつんこ」
ぽんじゅ

「親子」について考えるきっかけになって欲しいとの願いから、輝いている親

子を投票で選ぶ「親子大賞」を毎年実施しています。今年で 11 回目となる 

2017 年の「親子大賞」に選ばれたのは、アニマル浜口さんと浜口京子さん親

子！親子の日普及推進委員会からの証書と副賞を受け取っていただきました。

第11 回　2017 年の親子大賞に輝いたのは…

アニマル浜口さんと浜口京子さん親子！

▼毎年公式サイトの他にもさまざまなメディアを
通じて公募を呼び掛けています

▲ オリンパスが写真コンテストの
公募に「FotoPus（フォトパス）」を
提供してくださった結果、コンテ
ストへの参加者が年々増え、また
送っていただく写真の内容もバラ
エティーに富むなど、嬉しい変化
が見られるようになりました

▼「 Foto Pus（フォトパス）」の
公募ウェブサイト
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企業との取り組み

▲

「親子の日」設立 2 年目から応援を続けてくださっているオリンパス株式会社

は、「親子の日」 協賛企業として参加いただいた最初の企業です。応援をいただ

いて 14 年目となる 2017 年も、例年同様にオリンパス株式会社の公式ホーム

ページトップで「親子の日」を告知してくださるなど、「親子の日」の普及に

ご尽力をいただきました。「親子の日」当日に行われたスーパーフォトセッショ

ンには、社員の方もボランティアとして参加してくださいました。14 回目を迎

えた写真展〈親子の日 2017 〜親子の日に出会った親子〜〉は、オリンパスギャ

ラリー 東京 ( 9 月 15 日〜 20 日 ) において、行なわれました。オリンパス株式

会社が運営する写真投稿コミュニティーサイト「FotoPus（フォトパス）」をプ

ラットホームとして運営した「親子の日写真コンテスト」にも多くの参加があ

り、このサイトを通じて「親子の日」の事を知っていただけた方の数も多かっ

たはずです。写真コンテストの特別賞には、デジタル一眼カメラ OM-D E-M10 

Mark II 14 - 42mm EZ レンズキット他をご提供いただきました。会期中、写真展

会場に於いて、石川県の写真館、フォトアトリエ アディ のオーナー、堀光治

さんと一緒にブルース・オ

ズボ―ンがトークショーを

行い、写真館での「親子の日」

の取組みについてを話題に、

今後の可能性なども話して

いただきました。

私どもオリンパスは企業市民活動の一環として、2004 年から「親子

の日」の活動に参加させていただいております。7 月 23 日の「親子の

日」当日は、ブルース・オズボーンさんのスーパーフォトセッション

に社員ボランティアが参加させていただくことができました。

また、9 月 15 日～ 9 月 20 日にはオリンパスギャラリー東京にて

「 親 子の日 2017 ～親子の日に出会った親子～」写真展を開催させていただくことができ、多

くの方々に「親子の日」を知っていただけたことは、参加者の一員として非常に嬉しく思って

おります。

「親子の日」のスローガン“present to the future ”が更に広まることをお祈りいたします。

オリンパス株式会社　執行役員　CS R 本部長　北村 正仁

この世に生を受けた限り誰にでも親はいる。親子の関係は人それ

ぞれにさまざまなものがあるけれど、大切なものであることは間

違いない。「親子の日」はひとつひとつの親子にスポットをあて

ながら、人と人とのつながりの大切さを気づかせてくれるもの。

私たちも補聴器というモノを通して人と人をつなぐ仕事をしています。「親子の日」に

触れてもらった補聴器ユーザーとその方を取り巻く人々がはじけるような笑顔を刻んで

いかれるのを目にするたびにこの活動の素晴らしさをかみしめています。

これからも応援エールを送り続けます。

                                　　　　オーティコン補聴器　プレジデント　木下　聡

オーティコン補聴器は、特別協賛企業として今年で 7 年目となる 2017 年も、

さまざまな事業を実施し、「親子の日」を応援してくださいました。全国の販

売代理店を通じて招待された 5 組の親子は、スーパーフォトセッション前日

に上京して東京見物をする「みみとも親子ツアー」に参加、また「親子の日」

当日、スーパーフォトセッションにも参加。撮影した写真は後日オーティコ

ン補聴器から参加者に郵送し、「親子の日」のプロモーション展開をしてくだ

さいました。また、沖縄に本社を持つ株式会社琉球補聴器主催の撮影イベン

トは 2017 年で 5 回目を迎えました。この撮影会には、沖縄在住の親子 33 組

を招待し、11 月 5 日に「波の上うみそら公園」で撮影会が実施されました。

イオンモール沖縄ライカムとジュンク堂書店那覇店で行われた写真展でも、

手厚いサポートで企画を盛り上げてくださいました。

▲ オリンパスの公式サイトに「親子の日」の活動内容を掲載

親 子 の 日 へ の 応 援 メ ッ セ ー ジ 親 子 の 日 へ の 応 援 メ ッ セ ー ジ

　 オリンパスギャラリー東京「親子の日」
写真展、オープニングレセプションの風景

▲ 親子写真撮影会終了後にスタッフと記念写真撮影 ▲ 沖縄の光がまぶしい一日 !

ネ
ッ
ト
で
も
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

▲時宝光学新聞 8 月 1 日に掲載されました

▲ オリンパスギャラリー東京 で、フォトアトリエ アディの堀光治さんと

トークショー

▲ 特別協賛企業として応援をしていただき既に 7 年目

▲ イオンモール沖縄ライカムでの展覧会を楽しむ家族

▲ レセプションではブルース・オズボーンの友人、鳩間

島出身で民謡歌手の鳩間可奈子さんが歌を唄ってくださ

り会場が盛り上がりました

▲

オリンパス株式会社 オーティコン補聴器
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毎日新聞社

DAC グループ 三菱地所・サイモン株式会社

特別協力として応援してくださっている毎日新聞社が「親子インタビュー」の

記事を定期的に紙面展開してくださるようになってから 9 年目になります。掲

載紙面には、さまざまなフィールドで活躍する親子が登場し、「親子」について

考えるだいじなきっかけとなる貴重なストーリーをうかがうことができました。

DAC グループは、2013 年から「親子の日」特別協賛企業と

して普及推進のお手伝いをしてくださっています。

第 5 回を終えた、一般社団法人 DAC 未来サポート文化事業

団主催の「親子の日 絆 (KIZUNA) コンクール」には、全国

の小学生から「親子の絆」をテーマとした作文＋絵（もしく

は写真）の作品が今年も数多く集まりました。

ブルース・オズボーンを審査委員長とする審査会では、最優

秀賞 ( 8 組 ) と優秀賞 ( 30 組 )、審査員特別賞 ( 5 組 ) を選出。

最優秀賞受賞者には、特典として 8 月 1 日～ 3 日に東京、8 月

7 日～ 9 日に北海道のいずれかの親子旅行が贈られました。

特別協賛企業として「親子の日」の普及に協力をいた

だいて 4 回目になる三菱地所・サイモン株式会社は、

仙台泉（宮城県仙台市）、あみ（茨城県稲敷郡阿見町）、

酒々井（千葉県印旛郡酒々井町）の 3 つのプレミアム・

アウトレットに今年もお客様を招待して親子写真撮影

会を実施。年々応募者も増えて定着してきた本イベ

ントはお客様からも高い評価をいただくことができま

した。

▲ 吉田幸代×吉田沙保里親子 ＊5 月 6 日（土）掲載 ▲ パメラ・キニー×テイラー・キニー親子 ＊7 月 23 日（日）掲載▲ 飯塚考至×飯塚翔太親子 ＊6 月 26 日（日）掲載

★ 毎日新聞「親子インタビュー」シリーズ

▲ 「親子の日 絆 (KIZUNA) コンクール」レポート

▲ 「 親子の日 絆 (KIZUNA) コンクール」表彰式

▲ 毎日新聞ウェブサイトで紹介された、TSUTAYA「親子の日ブックカバー」の情報 ▲ マイアイで、ふくしま「ふるさと写真の日」写真展を紹介

◆ 

各
地
の
「
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
」
で
の
撮
影
写
真

▼ DAC<CSR 活動情報 >

企業との取り組み

2011 年 3 月 11 日 東 日 本 大 震 災 に よ り、

当社東北支社が被災しました。そんな折、

私の心を慰めたのは、東北支援に尽力す

る日本人の姿です。改めて人と人との絆を考えさせられました。

ブルース氏と出会ったのは、その翌年のこと。当時彼は被災した

東北地方の親子を撮影し終え、「東日本大震災　復興支援ブック

レット」を制作している最中でした。その作品には、多くの明る

い笑顔がありました。「被災した東北で大切なのは、親子の絆です」

という言葉に共感したことが、彼との親交の始まりでした。

現在、私が代表理事を務める一般社団法人 DAC 未来サポート文化

事業団で主催する「親子の日 絆（KIZUNA ）コンクール」は、そ

んな「親子の絆」をテーマとした作文・絵・写真を募集し６年目

を迎えております。これからも、コンクールを通じて、「親子の日」

の普及活動の一助を担っていきます。

                   ＤＡＣホールディングス  石川和則

当社は全国 9 箇所に「プレミアム・アウ

トレット」を運営しております。ご家族

での来場が多い施設で、「大切な人と、

お買い物だけではない、楽しい一日の思い出を持ち帰っても

らえる場所でありたい」と考えている中で、「親子の日」の

理念に感銘を受け、2014 年より、あみ、酒々井、仙台泉の 3 施

設において、親子撮影会を行っております。4 年間で 297 組、

1,073 名の皆様にご参加いただきました。参加者の中には、

普段は一緒にお買い物に来られないお父様や、眠くて泣きだ

してしまうお子様もいらっしゃいますが、ブルースさんの掛

け声で撮影が始まるとたちまち笑顔になり、でき上がるお写

真はアウトレットでとても楽しそうな「親子」の姿が写され

ています。そんなご家族の素敵な思い出の一部になれること

を非常に嬉しく思っております。

これからもぜひ、笑顔溢れる「親子」の写真を撮り続けてく

ださい。

三菱地所・サイモン株式会社　代表取締役社長  山中拓郎

毎日新聞社が「親子の日」の特別協力になって９年が経ちま

した。読者に「親子の日」の活動を知ってもらうとともに、

業界を問わず多くの親子の姿を紙面に掲載してきました。良

好な関係を続ける親子もいれば、仲違いした中で改めて互い

の絆の強さに気付かされた親子など、その関係はさまざまで

す。しかしそこに唯一共通するものがあるとすれば「親子だ

からこそ成り立つ関係」です。今後も読者に千差万別な親子

関係を紹介することで「親子の日」を応援していきます。

◆毎日新聞社からもあたたかいメッセージが届きました

花王株式会社

「親子の絆特集」として製作された

WEB 限定ムービー「親子は続くよ」

は、母親の介護によって気づいた

「親子の絆」の物語。このムービー

は「親子の日」の７月２３日から

ネットで配信されて、新しいオー

ディエンスに「親子の日」を知っ

ていただくことができました。

親 子 の 日 へ の 応 援 メ ッ セ ー ジ

親 子 の 日 へ の 応 援 メ ッ セ ー ジ

親子の日への応援メッセージ
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企業との取り組み

株式会社円谷プロダクション 株式会社 TSUTAYA

フェイスブック ジャパン

AXN

年間を通じて、多種多様な場面で「親子の日」を応援し

てくださいました。2017 年のカレンダーにも 7 月第 4

日曜日の「親子の日」を掲載して「親子の日」認知の向

上に力を貸してくださいました。

全国で書店を展開する株式会社 TSUTAYA は、「TSUTAYA

が本との出会を変える」をコンセプトに、7 月 23 日（日）

の「親子の日」に向けて、本を媒体として親と子のコミュ

ニケーションを深めてもらえるよう、〈TSUTAYA「親子

の日」キャンペーン〉を開催。親から子どもに本を贈り、

普段言葉にできない想いを伝え家族がつながることを目

的に、7 月 3 日 ( 月 ) ～ 7 月 31 日 ( 月 ) の期間中、「親子

の日」オリジナルブックカバーとメッセージしおりを配

布。「親子の日」への応援をしてくださいました。

また、カメラのキタムラとスタジオマリオなど、関連す

る企業でも独自の展開で「親子の日」への応援を企画し

実施してくださいました。

Facebook を通じてつながった人と人の出会いを描く動

画プロジェクト“Your Story Your Facebook”は、親子

のストーリーを「親子の日」当日からネットで配信。親

子に焦点を当てた感動的な内容のムービーは、「親子の

日」のプロモーションに非常に効果的で、結果としてた

くさんの人に「親子の日」を知っていただくことができ

ました。

昨年に続き「親子の日」を応

援してくださった海外ドラマ

配信チャンネル A X N は、〈ス

カパー！ A X N 新規加入者限定

「親子フォトセッション」招待

キャンペーン〉を展開して「親

子の日」を盛り上げてくださ

いました。

また、番組のキャンペーンで

来日中だったテイラー・キニー

親子の写真撮影の機会をいた

だき、撮影した写真は毎日新聞の「親子インタビュー」

にも掲載されました。

2017 年の「親子の日」に参加していただいた写真館は 36 店舗でした。それぞれの写

真館で撮影された写真の中からセレクトした写真は、オリンパスギャラリーで行った

ブルース・オズボーンの写真展と同時に展示し、「親子写真マイスター」としての称号

が授与されました。2018 年に向けて更に多くの写真館が参加していただくための試行

錯誤を今後も重ねていきたいと思います。

日本写真館協同組合以外の写真館も参加してくださったことも追記させていただきます。

◆協同組合日本写真館協会が隔月で発行する

「ザ・写真館」には、毎号「親子の日」通信と

して「親子の日」の情報が掲載されています

◆写真館による個性の豊かな親子写真

が好評でした

▲書 店 内 で の 展 開 例

▲ T S U T A Y A「 親 子 の 日 」ブ ッ ク カ バ ー

▲ T S U T A Y A 「 親 子 の 日 」 ポ ス タ ー

▲ M X テ レ ビ で も 紹 介 さ れ ま し た

▲ F a c e b o o k の 映 像 は 多 く の 人 に 感 動 の 輪 を
広 げ る こ と が で き ま し た

▲カ レ ン ダ ー や ネ ッ ト で 効 果 的 に 露 出 し て く だ さ い ま し た ★第 11 回日本写真館賞で今年の「親子の日普及推進委員会賞」を受賞したのは、モナミ
写真館の兵藤康裕様でした。兵藤様には審査委員のブルース・オズボーンから賞状と副賞
が贈られました

協同組合日本写真館協会の取り組み

毎
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
「
親
子
の
日
」
に
参
加
し
た
写
真
館
リ
ス
ト

▲
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親子大使 私たちの思いを理解して応援してくださる「親子大使」から心のこもった応援コメントをいただきました

○ 円谷プロc

母は私にとって、人生で一番大

切な人の一人です。今の私があ

るのは、母のお陰だと思ってい

ます。今回二人にとって初めて

の訪問となった日本への旅はと

てもいい記念となりました。

その上、毎日新聞の特集「親子

トーク」の為に、ブルースさん

に写真までとって頂いたことで、

もっとスペシャルな経験になりました。ブルースさんに撮って

頂いた写真を見ると、この楽しかった旅を思い出すこともでき

ます。この写真は、私達だけではなく、日本の沢山の皆さまに

とっても、「親子」の関係の大切さを考える良いきっかけにな

ると思います。母は私にとって、人生で一番大

切な人の一人です。

古来から親子の関係はあらゆる

劇性の源である。

これからは親子の関係のより豊

かな「場」を発明しなければな

らない。

人類の未来のために。

「親子の日」を応援します。

オズボーンさんの親子の写真は、

人と人をつなぎ、そこに美しい笑

顔というプレゼントを贈ってく

れています。その美しい写真の

数々を見ていると、これは写真

という芸術が持つひとつの理想

郷に近づきつつあることを実感

いたします。

私たちに親と子をつなぐ新しい

機会を提供してくれるブルース・オズボーンさんの永年にわた

る「親子の日」の活動を応援しています。

ボクの生き方マニュアルはズバ

リ両親です。そしてボクの子ど

もたちにもいつかそう感じて貰

えるように日々、親子で愉しく

生きていきたいと思います。ス

テキな親子サイクル。

ボクは「親子の日」の活動を応

援させていただきます。

娘と一緒にブルースさんに撮っ

てもらった親子写真の中の僕は、

今まで撮ったどんな写真よりい

い顔をしている。

きっとこれから撮るどんな写真

よりいい顔をしている。

親子って最高！

「親子の日」最高！

オズボーンさんに毎日新聞の親

子インタビューで写真を撮って

いただいたことで、親としての

責任の重さ、いくつになっても

子どもは愛おしいもの、そんな

当たり前の親子の関係をあらた

めて考える機会となりました。

写真は見えなかった人の心を写

し出し、いつまでも手元に残す

ことが出来ます。各々が違う環境の中で生活している私たちに

とっては、この日のことを思い出す大切な一枚の写真になりま

した。

これからも親子の絆を強めつつ、この素敵な「親子の日」普及

のための応援をさせていただきます。

古往今来という言葉があります。

昔から今に至るまでといったご

く当たり前の言葉ですが、今で

はほとんどの若者が知りません。

われわれは分離の病に憑かれて

いるのです。人類来し方の潮流

を、点でしか見れない、時空を

超 え た 視 点 で 世 界 を 観 る 力 を

失っているのです。

　「われわれは、どこからきて、いまどこに行こうとしている

のか」。この命題は、人、集団、組織、社会、国家、延いては

自然を含めた生命すべてに、いつも付きまといます。

ブルースさんと佳子さんの仲間は、この命題の重要性を「親子」

という、最も基本的なところで人びとに提示してくれています。

　「親子の日」という企画は、「親子」から「親子孫」という形

でさらなる発展を遂げる可能性を秘めています。

日本語は、「親子」という言葉をもっています。

ブルースの仲間は、いつかこのすばらしい日本語を発酵させて

くれるでしょう。

私が父から、母から教えて貰っ

たこと、それが、二人の子供達

につながってゆく。

ほんの小さな生活習慣であった

り、思想であったり、

でも、何よりも受け継がれてゆ

くものは、やはり愛である。

い つ か 二 人 の 子 ど も 達 が 親 に

なった時、その想いをわかって

くれたら、こんな幸せなことはない。だいじなメッセージを受

け継いで行くために「親子の日」を応援します。

私も親になって 35 年、その子

が親になって 11 年。早いもの

です。子どもってスクスク伸び

るように育っていくものだなあ

とつくづく思う。そしていつの

間にかしっかり親をやっている。

親の役目があっという間に過ぎ

ていくのは悲しいけれど、日本

の 人 口 の 一 部 と し て 大 い に 役

立っていることは確か。みんな親になってやっと自分の親の気

持ちがわかる。親子の縁というのはず～っと繋がっていて、何

かしら同じように動いたり、話したり、笑ったり。似てるのか

なと思うと全然ノリが違ったり。だから面白いのかなあ。でも、

ちょっとした拍子にそっくりだったりして。蛙の子は蛙なんだ

なあと、改めて思う。

「親子の日」応援します。

親子の日の活動は、M ７８星雲にも届いている。 地球だけでな

く、宇宙全体で親子を語る日ができるように協力したいと思う。

ウルトラマンタロウはもちろん、ウルトラ兄弟や、ウルトラ戦

士は、私の大切な子どもです。 どんな形の親子であっても、親

子は親子。 親子を考える日があるのは、とても素敵な事ですね。 

親子の日を応援します。

まだ１万２千歳の私だが、何歳になっても父と母の子。 ウル

トラの父とウルトラの母の子である事を誇りに思う。 １万３千歳

になった時には、記念としてもう一度ブルース・オズボーンに

写真を撮っていただきたいな。 M ７８星雲光の国での撮影会も

お願いしたい。皆楽しみに待っているぞ！

親子の日を応援します。

ブルース・オズボーンさんが提

唱している「親子の日」は、今

年で 15 回目を迎えます。

親が子どもを思い、子が親に感

謝することを、日々の中で当た

り前に思っているはずですが、

この日は特に “ 親と子がお互い

のことを強く思う日 ” と位置づ

けたら、もっと素敵に生きられるのではないかなと、家族で話

し合っています。これからも「平原さんちのコンサート」を通

して、音楽で語り合う時間を大切にしていきたいです。

これからも「親子の日」を応援しています。

親子の絆は縦軸のコミュニケー

ションである。現在と過去、現

在と未来を結ぶ時間を豊かにし

てくれる。情報社会は横軸の世

界を広げてくれたが、縦軸の約

束を忘れてきた。その事が現代

の不幸を多くを生んだと反省す

る今、親子を結ぶ物語が切実に

必要だ。　

　　　　　　　　　　　　　　「親子の日」を応援します。

大林宣彦／映画監督

麿  赤兒／舞踏家

テイラー・ケニー／俳優 陽 捷行／前北里大学副学長 財団法人微生物応用技術研究所農業大学校校長

平原まこと／サックス奏者    平原綾香／歌手

ウルトラの父

ウルトラマンタロウ

ウルトラの母

安田祥子／声楽家

梅沢富美男／梅沢劇団３代目座長

大竹しのぶ／女優　タレント

つるの剛士／俳優、タレント、ミュージシャン

五十嵐威暢／元多摩美術大学学長　彫刻家　デザイナー

コシノジュンコ／デザイナー



19 20

写真展・ワークショップ・イベント

森
戸
神
社
の
展
示
風
景

▲
 

▲
 

▲
 

▲ 熱心に写真を見たりメッセージを読んだりしてくださって、会場は賑わっていました

▲ 今年も手際良く写真を設営する

スタッフのみなさん

　 コ ミ ュ ニ テ ィ カ フ ェ

「心花」で展示

▲ 「逗子トモイクフェス

ティバル」で、震 災 当 時

と 今の被災地の様子「親

子 が 繋 ぐ ふ る さ と へ の

心」を展示

▲ ジュンク堂の展覧会

▲ 「親子の壁」を埋め尽くした
たくさんのメッセージ

▲ アフタースクール「まなばんば葉山」で展示 ▲ 町内の掲示板が展示会場に

イオンモール沖縄ライカム 
展示風景

ジュンク堂書籍の紹介コーナーを設置

▲多くのメディアが取り上げてくださったおかげで、たくさん

のみなさまが写真展を見に来てくださいました
▲ 被災地に思いを寄せ展示を見るみなさん。GLOCAL（港区）での展示会

 日本外国人特派員協会での展示会

ブルース・オズボーン写真展

〜「親子の日 2017」に出会った親子〜
「親子の日 2017」に撮影した 108 組の親子写真を、9 月 15 日（金）

〜　9 月 20 日（水）オリンパスギャラリーに展示。今年もたくさ

んの人たちが会場に訪れてくださいました。

メインギャラリー脇のミニギャラリーには、日本写真館協会のメ

ンバーによる親子の写真も展示され、来場した人たちに写真館が

撮る新鮮な表情の写真を見ていただくことができました。

エプソン販売株式会社

「親子の日」当日に行うスーパーフォトセッションの会場

で必要な、モニターやプリンター、当日の印刷物に使う

紙とインクは、今年もエプソン販売株式会社にご提供い

ただきました。9 月のオリンパスギャラリーでの親子写

真展示会での作品制作にもご協力いただきました。

ふくしま「ふるさと写真の日」
東日本大震災から 6 年が経過。ふくしま「ふるさと写真の日」実

行委員会の依頼を受けて「ふるさとアイデンティティのつながり

継承事業」のために、再び福島を訪れて、被災地で暮らす親子の

撮影をしてきました。撮影した写真は 2011 年に撮影した写真と

ともに、東京都港区 GLOCAL（2/6 〜 2/12）、福島県郡山市 福島

コトひらく（2/14 〜 2/19）、福島県福島市 コラッセふくしま（2/21

〜 2/26）、東京都千代田区 日本外国特派員協会（3/3 〜 3/31）、神

奈川県逗子市 逗子文化プラザ（3/25 〜 3/26）、神奈川県葉山町 ま

なばんば葉山（5/3 〜 5/5）の 6 ヶ所で巡回展示会を実施しました。

沖縄「親子の写真展」
イオンモール沖縄ライカム（10/7 〜 10/8）と、ジュンク堂書店

那覇店（10/10 〜 10/15）の 2 会場で、沖縄の親子写真の展示会

が行われました。予想を大きく上回る来場者がありたくさんの人

たちに写真を見ていただくことができました。また会場内に設置

したメッセージボード、「親子の壁」には、たくさんの温かなメッ

セージを書いていただくことができました。

〜 HAYAMA TIME 〜「親子の数だけ親子の物語」
葉山芸術祭の参加作品として、葉

山で撮影した親子の写真を神奈川

県葉山町にある森戸神社に展示。

また町内の掲示板 54 ヶ所全てに

1 枚ずつ異なった親子の写真を展

示しました。（4/26 〜 5/10）

逗子高校ワークショップ
総合学習の一環で実施している神奈川県立逗子高校のワーク

ショップは、1 月 23 日と 30 日に行われました。「写真の可能性」

がテーマ。東日本大震災後に「親子の日」が東北で行ったワーク

ショップ〈 I TI E ☆ 会いたい〉の形式を生かして生徒たちが日常の

思いを写真に収めました。作品は、逗子市の市民センターで行わ

れ た イ ベ ン ト

で 展 示 。 ワ ー

ク シ ョ ッ プ の

成 果 を 町 の 人

た ち に 見 て も

ら う こ と が で

きました。

葉山マリンフェスタ
今年で 9 年目となった葉山マリンフェスタに「親子の日」が参

加。9 月 3 日、会場となった神奈川県葉山公園下の大浜で、撮影

会「BRUCE OSBORN-Barefoot Studio」を実施。砂浜と海と空を

背景に、会場を訪れた親

子の写真を撮ってプレゼ

ントをしました。当日は、 

天候にも恵まれ、潮風が

心地よい浜で、たくさん

の親子と楽しい時間を過

ごしました。

ケンコー・トキナ
 & Heartful photo 
ジョイントイベント
写真家の熊谷正さんと高橋まゆみさん

のユニット「 Heartful photo」 による

親子撮影会が、中野区のケンコー・

トキナ スタジオで、7 月 22 日（土）

に行われました。

「親子の日」×一色 boat
神奈川県葉山町一色で今年スタートし

た一色 boat が、「親子の日」にちな

んで親子で来店したお客様に限って、

手漕ぎボートを 1 時間無料でレンタ

ルするサービスをしてくださいまし

た。晴れ上がった夏の日の嬉しい

サービスをたくさんの親子が楽し

んでくださいました。

◆

◆

◆

◆

◆ ◆

◆

◆

◆
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自治体との取り組み

▲ NHK 沖縄支局の取材風景▲ 手作り感いっぱいの温かい看板

▲ イベントが目白押しで町中に活気があふれました ▲ 混声合唱風景

▲ 子ども会企画の事業は今年の
新しい試みです

▲ 楽しかった「親子の日」の一日が写真からも伝わってきます

▲ 福島民報のデータベース「おでかけ」のサ

イトに取り上げていただきました

▲地元に住む人たちとの交流の場と

もなりました

—映画「OYAKO」の展開—

山口県下松市
2013 年に「親子の日」を公式に条例化した山口県下松市では、今

年もさまざまなイベントを企画。親子が近づくための町ぐるみの

事業が繰り広げられ、ラジオや新聞のメディアでも多く取り上げ

られました。

愛知県長久手市
愛・地球博記念公園内にあ

る愛知県児童総合センター

は、恒例の「お父さん応援

キ ャ ラ バ ン 隊 ー 家 族 の 嬉

しい顔」写真展を実施。セ

ルフタイマーで撮る「家族

の嬉しい顔」の写真を会場

いっぱいに展示した。

セレモ
一般社団法人全日本冠婚葬祭互助協会会員、千葉県船橋市に本社

を持つ株式会社セレモが発行する折り込みチラシに、親子写真を

使って「親子の日」のプロモーションを実施してくださいました。

「親子の日」10 周年を記念して製作した映画「OYAKO」

の 配 給 を お 手 伝 い し て く だ さ っ て い る 株 式 会 社 BBB

と 全 国 の ミ ニ シ ア タ ー へ の 映 画 紹 介 を し て く だ さ る

POPCORN のサポートで、映画がみなさまのお手元に届

きやすくなりました。まだまだ見ていただけてない人が

多い映画です。新しいチャレンジで視聴者が増えること

を願っています。神奈川県逗子
大人も子どもも楽しめるイベント「逗子トモイクフェスティバル」

に参加。ブルース・オズボ―ンが講師をつとめたワークショップ

で逗子高校の生徒たちが撮影した写真を展示しました。

沖縄県本部町
沖縄県本部町では、「もとぶまちぐゎ親子の日実行委員会」主催の

親子撮影会が行われました。これは、「親子の日」の普及のために

本部町で親子写真撮影を続けてきた写真家の石引まさのりさんの

努力が実ったもの。今後も続くイベントになるようですので楽し

みです。

福島県
ふるさとアイデンティティのつながり継承事業

平成 28 年度地域経済産業活性化対策（被災 12 市町村における地

域のつながり支援事業）〜ふるさとアイデンティティのつながり

継承事業〜として採択されたプロジェクト〈ふくしま「ふるさと

写真の日」〉に参加。福島県の被災地を訪れて親子写真の撮影をし

た作品を、2017 年 2 月から、東京、郡山市、福島市などの皆さん

に見ていただくために巡回展を実施。

◆ ◆ ◆

◆

◆

◆

▲ もとぶまちぐゎ親子の日実行委員会」が設営

した本部のスタジオには、外国人観光客も加わ

り町内外の親子でにぎわいました
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国内メディア情報／雑誌・新聞・書籍 国内メディア情報／テレビ・ラジオ

▲ 「お母さん業界新聞」親子写真

Inter FM、J - W A V E 、湘南ビーチ FM など、ラジオ

を聞いた視聴者から、「スーパーフォトセッション」

への応募者がたくさん増えてきました。

▲
 

▲
 

＊「私、日本に住んでいます」
岩波ジュニア新書

スリランカ出身で日本在住のジャーナ

リスト、スベンドリニ・カクチさんが、

日本に住む外国人から見た日本の印

象をまとめたジュニア向けの書籍に

ブルース・オズボ―ンの「親子写真か

ら見えてくるもの」というタイトルの

記事が掲載されました。

＊「お母さん業界新聞」
全国で 10 万人の読者を持つ「お母さん業界新聞」は、「スー

パーフォトセッション」で撮影した親子写真をインタ

ビュー記事とともに毎号掲載して「親子の日」を盛り上げ

てくださいました。

＊「産經新聞」

新聞 T V
＊「 私の書斎から」沖縄テレビ／ 11 月 8 日放送

好きな本を紹介する番組でブルース・オズボ―ンは、盲目のイ

ラストレーター、エムナマエさんの「いつか誰でも」を紹介し

ました。

「
ふ
く
し
ま
『
ふ
る
さ
と
写
真
の
日
』」
の
活
動
の
様
子
を
取
材
し
て
下
さ
い
ま
し
た

「
親
子
の
日
」
に
因
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
紹
介
コ
ー
ナ
ー
が
特
集
で
放
送
さ
れ
ま
し
た

＊「ハマナビ 」テレビ神奈川／ 7 月 22 日放送

雑誌

ラジ オ

＊「surfers」
湘南のレストランバー「surfers」の季刊誌

＊ Inter FM「Barakan  Beat」

＊ J-WAVE「getnews 」

＊ Inter FM「LAZY  SUNDAY」

＊湘南ビーチ FM「DAILY ZUSHI HAYAMA」

＊「ぶらり能登」
震災をきっかけに縁が

つながった能登の情報

紙にも記事を掲載

◆

◆◆ ◆ ◆BOOK
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国内メディア情報／ウェブサイト 海外メディア情報 ／ウェブサイト

出演者が選んだ２つの言葉をもとに日本を紹介する番組。

ブルース・オズボ―ンが選んだ言葉は「親子」と「鍋」。

◆日本外国特派員協会が

毎月発行する「NUMBER 

1 SHIMBUN」に紹介され

ました

＊ NHK WORLD 「JAPAN EAZY Ⅱ」 My Favorite Japan

＊ NUMBER 1 SHIMBUN
雑誌

T V◆

◆

トヨタ福祉車両ウェルキャブスペシャルムービー「親子に同じ質問をしてみた」篇が「親

子の日」にちなんだ映像を UP。再生回数は 500 万回を超えたそうです

ブログサイト「アメーバ」主催の撮影イベントに参加したみなさまがブログにたくさんの

記事を書いて応援してくださいました

＊ Ameba

＊子どもと暮らし ＊ Walker ＋

＊ japanese_calendar

＊ blog_goo

＊ GANREF

＊沖縄県聴覚障害児を持つ親の会

＊ Instagram

＊ fotowa

＊ ikuya_motoki

＊キッズイベント

＊雑学ネタ帳

＊つむらや

＊佐藤美樹オフィシャルブログ

＊ e_park

＊ garow

＊トヨタ自動車株式会社
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「親子の日」のあゆみ

はじめての「親子の日」

ブルース・オズボーンの自主企画として 100 組の親子を撮影

・「親子の日普及推進委員会」発足

２ 回目の「親子の日」

「親子の日スーパーフォトセッション」で 100 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリーにて「親子」写真展

・第１回「親子の日写真コンテスト」

３ 回目の「親子の日」

「親子の日スーパーフォトセッション」で 100 組の親子を撮影

・「親子の日」を記念日協会に正式登録

・ T V 金沢の主催により金沢21世紀美術館で「親子」写真展。会場内

　特設スタジオでの公開親子撮影会で石川県の親子30 組を撮影

4 回目の「親子の日」

「親子の日スーパーフォトセッション」で 105 組の親子を撮影

・日本外国人特派員協会 ( FCC J ) にて、「親子」写真展

・日本写真館協会の主催イベントで大阪の親子 30 組を撮影

・愛知県児童総合センターで「親子」写真展

・第 1 回目「親子の日エッセイコンテスト」

・オリンパスギャラリーで「ブルース・オズボーンと親子写真」

5 回目の「親子の日」

「親子の日スーパーフォトセッション」で 100 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリーで「親子の日報告写真展」

・第１回「親子大賞」

・愛知県児童総合センターで「親子」写真展

・能登半島地震の被災者親子写真を撮影。ラポルト珠洲で展覧会

・石川県珠洲市が「親子の日」を公式制定

6 回目の「親子の日」

「親子の日スーパーフォトセッション」で 100 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリーで「親子の日報告写真展」

・愛知県児童総合センターで「親子」写真展

・埼玉県越谷市のレイクタウンで「親子＆仲間」写真展

7 回目の「親子の日」

「親子の日スーパーフォトセッション」で 100 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリーで（東京・大阪）「ブルース・オズボーン 写真展

　〜 親子の日 2009 に出会った親子 〜」

・ 東京ビッグサイト「Photo Imaging Expo 2009」で撮影とトーク

　イベントに参加

・毎日新聞が「親子インタビュー」の連載をスタート

・a r p の “ わたしのこえ”を第 1 回公式ソングと決定

・川崎アートセンター企画の「夏休みは親子 de 映画 」に参加

・阪急三番街 40 周年記念イベント「親子」写真展

・愛知県児童総合センターで「家族のうれしい顔」写真展

８ 回目の「親子の日」 

「親子の日スーパーフォトセッション」で 104 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリーで（東京・大阪）「ブルース・オズボーン写真展

　〜 親子の日 2010 に出会った親子〜」

・滋賀県米原市が、「親子の日」の 制定を宣言

・ MOOMIN の「うまれたての瞳」を 2010 年公式ソングに決定　

・「親子大使」制度の導入

・ブルース・オズボ ーンの写 真「 親 子 」が、International Photography          

　Awards を受賞

・第 4 回キッズデザイン賞に入賞

9 回目の「親子の日」 

「親子の日スーパーフォトセッション」で 110 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリー（ 東京・大阪 ）で「ブルース・オズボーン 写真展

　〜 親子の日2011に出会った親子〜」

・第 1 回 被災地訪問プロジェクトで、福島県相馬市の親子を撮影

・第 2 回被災地訪問プロジェクトで、岩手県の宮古市、大船渡市、釜

　石市、　大槌町、田老町、宮城県の気仙沼市、南三陸町で親子撮影

　を実施

・C I PA フォトエイドの助成を受けて、東日本被災地応援プロジェクト 

　「 I TIE ☆ 会いたい」スタート

・「水源の里まいばら OYAKO“かけがえのないもの”with ブルース・   

　オズボーン」展示会

10 回目の「親子の日」 

「 親子の日スーパーフォトセッション」で 110 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリー（東京・大阪）で「ブルース・オズボーン写真展

　〜親子の日 2012 に出会った親子 〜」

・NHKワールドで、ブルース・オズボーンの活動を世界に向け発信

・ 東日本被災地応援プロジェクト「 I T I E ☆ 会いたい」の ワ ー ク     

　ショップを、南三陸町、仙台市、大槌町、田老町、相馬市で実施

・滋賀県米原市 J R 米原駅のステーションギャラリーで「かけがえの

　ないもの〜東北で出会った親子たち〜 」写真展示

・ 静岡市美術館で「親子写真展〜未来の私たちへの贈り物〜」展示。

　ピーター・バラカンとトークショーも

・「東日本大震災復興支援ブックレット」を制作

・10 周年記念イベントとして「親子」をテーマに映画の製作をスタート

・赤坂サカス内赤坂ギャラリーで「I TIE ☆ 会いたい」報告写真展

・兵庫県淡路市、南あわじ市で「I TIE ☆ 会いたい」報告写真展

11 回目の「親子の日」 

 「親子の日スーパーフォトセッション」で 103 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリー（東京・大阪）で「ブルース・オズボーン写真展  

　〜親子の日 2013 に出会った親子〜」開催

・ 末広町 3331 で「 I TIE ☆ 会いたい」で制作した作品展示会とワーク    

　ショップ

・新潟放送主催で「I TIE ☆ 会いたい」展示会とワークショップ

・ YMCA 横浜が「I TIE ☆ 会いたい」展示会とワークショップ

・J ICA で「 I TIE ☆ 会いたい」展示会

・葉山芸術祭で「I TIE ☆ 会いたい」作品展示会とワークショップ

・クーリーズクリークで、映画「OYAKO」の製作開始の発表イベント

・世田谷ものづくり学校でワークショップ

・銀座和光で「 親子写真」の展示会　

・六本木の新世界でライブトークイベント

・山口県下松市が「親子の日」の条例化を宣言

・DAYS JAPAN 主催イベント「いのちの地球に生きる」で被災地の親子 

　写真展示

・韓国で行われた写真館の全国会議で「親子の日」のセミナー

・写真館協会のイベントに参加。日本写真館協会とのコラボレー 

　ション決定

・沖縄県那覇市の識名園で親子撮影会 

・山口県下松市で展覧会と映画の試写上映会

・I LCA の学校で映画のプロモーションイベント

12 回目の「親子の日」 

「親子の日スーパーフォトセッション」で 105 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリー（東京・大阪）で「ブルース・オズボーン写真展  

　〜親子の日 2014 に出会った親子〜」

・下松市と釜石市の高校生合同のワークショップ「I TIE ☆ 会いたい」

　を山口県下松市で実施

・日本外国特派員協会（ FCCJ ）で、映画「OYAKO」　プレス発表

・逗子市なぎさホールで、映画「 OYAKO 」上映と写真展

・箱根写真美術館で写真展

・日本写真館協会が実施「第 8 回写真館賞」の審査員をつとめる

・東京都写真美術館で、映画「OYAKO」の上映会を実施

・山口県下松市での親子写真展示会＆映画「OYAKO」上映

・　神奈川県庁舎と沖縄の桜坂劇場で映画「OYAKO」を上映

・ ネイチャーズベストフォトグラフィージャパン授賞式で基調講演

　を横浜赤レンガ倉庫で行う

・東北生活文化大学高等学校で「平和を想う日」講演＆映画「 OYAKO 」

　を上映

・　一般社団法人日本記念日協会から「記念日文化功労賞」を授与

・「湘南の親子の日」第７回撮影会

13 回目の「親子の日」 

「親子の日スーパーフォトセッション」で 102 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリー（東京・大阪）で「ブルース・オズボーン写真展

　〜親子の日 2015 に出会った親子〜」

・映画「OYAKO」がベルリン国際映画祭（ IFB）でベストドキュメン 

　タリー賞受賞

・ 逗子こどもフェスティバル、TAMA 映画フォーラム実行委員会、  

　加茂・久代・小学校区人権啓発推進委員会、お母さん業界新聞主催

　「乾杯パーティー」などで映画「OYAKO」の上映会

・日本外国特派員協会 ( FCCJ ) で「 親子」写真展

・シンガポールの School of the Arts Singapore (SOTA) でトークショー

・沖縄県立博物館・美術館で写真展　　

・第 9 回社会デザイン学会公開研究会に講師として出席

14 回目の「親子の日」 

「親子の日スーパーフォトセッション」で 104 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリー（東京・大阪）で「ブルース・オズボーン写真展

　〜親子の日 2016 に出会った親子〜」

・在シンガポール日本国大使館主催の「親子」写真展、撮影会、 映画

　「OYAKO」の上映会を実施

・TSUTAYA「夏休み宿題大作戦」で「親子の日」についてスピーチ。

　子ども新聞のテーマとして提供

・ B S ジャパン「ワタシが日本に住む理由」で、ブルース・オズボーン

　特集を放送

・「親子の日」への高い評価をいただき、東久邇宮文化褒賞を受賞

15 回目の「親子の日」 

「親子の日スーパーフォトセッション」で 108 組の親子を撮影

・オリンパスギャラリー（東京・大阪）で「ブルース・オズボーン写真展

　〜親子の日 2017 に出会った親子〜」

・「親子の日」当日に 5 回目となるインターネット中継番組を配信

・第 14 回目「写真コンテスト」、第 12 回目「エッセイコンテスト」、

　第 11 回「親子大賞」を開催

・「親子の日」を条例化した山口県下松市で、5 回目となる「くだまつ

　親子の日」イベントが実施される

・日本写真館協会主催のコンテストで 6 回目となる審査委員を努める

・日本写真館協会と協同で第 4 回目となる事業「親子の日には写真

　館へ！」を実施

・DAC 主催の第 5 回「親子の日 絆 (KIZUNA)コンクール」の審査委員長

・NHK WORLD Japan-easy II に、ブルース・オズボ―ンが出演

・GLOCAL CAFÉ ( 東京 ) と福島コト ひらく( 郡山 ) とコラッセ福島 ( 福島 )

　でふくしま「ふるさと写真の日」展を開催

・日本外国特派員協会 ( FCC J ) で「Fukushima Photographic Journey」

　を開催

・「ブルース・オズボ―ン親子の写真展～親子が繋ぐふるさとの心」

　を逗子文化プラザホールで

・神奈川県葉山町 森戸神社で「〜 HAYAMA TIME 〜親子の数だけ

　親子の物語」を展示

 ・イオンモール沖 縄ライカム と沖 縄ジュンク堂でブルース・オズ    

　ボーンの「親子の写真展 in 沖縄」を展示

・第５回目となる琉球補聴器主催の親子撮影会が、波の上うみそら

　公園で実施

2003

2010

2011

2012

2013

2014

2015

2016

2017

2004

2005

2006

2007

2008

2009

金沢 21 世紀美術館での「親子」写真展 被災地訪問プロジェクトBarefoot Studio 撮影風景 シンガポールの JCC で写真展「親子の日」10 周年集合写真 「東久邇宮文化褒賞」授与
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Fourth Sunday

〜「命の重さ」が合い言葉〜
人類の起源から３０万年。

以 来、人間は地球上に生きる３０００万 種の

1 種として、親から子どもへと命の連鎖を重ね

てきました。

かつてアフリカを旅した時、「命がここから

誕生した」と実感した衝撃は、「命の重さ」と

して私の中に今も強く宿っています。

そんな私にとって、ブルース・オズボーンが

ライフワークとして撮影を続けている「親子」

写真のシリーズは、「命の重さ」という私自身の

思いを更に深めてくれるテーマでもあります。

『 英 語では「parents and children」。一人

ひとりが個の存在なのに、日本語の「親子」は

ひとつユニットだ。』という、ブルース・オズ

ボーンが大発見した日本の文化の概念。「親子」

を通じ、この大切なメッセージから、さまざまな

ことを考えるきっかけになって欲しいと、７月第

４日曜日を「親子の日」といたしました。

親から子へと引き継がれていく「命の重さ」を

真摯に受け止めることは、現代社会が抱える

諸問題、少子化、高齢化、貧困、環境破壊、

争いごとなどを解決するための大きな鍵となる

はずです。

「親子」は、国境も文化も宗教も超える世界の

共通語！

生を受けたことに感謝できる社会を、みなさん

の努力で築きませんか？

２０１８年は、２０２０年のオリンピックに向けて

の企画実現のために、また２０２２年に向かえる

「親子の日」２０回目へと続くだいじな年。みな

さまからの更なる協力をお願いいたします。

「親子の日」は、あなたと育てる「未来への

贈物 〜 Present to the future 〜 」です！

井上佳 子
親子の日普及推進委員会代表
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イメージするもの

安
心

お
手
本

無
償
の
愛

命
の
尊
さ
と
未
来

包
容
力

心
の
よ
り
ど
こ
ろ

寄
り
添
う
人

愛
の
結
晶

い
く
ら

厳 格

希
望

寛
大

鮭

源

純粋

素直さ

好奇心旺盛

尊
敬

光

大
き
い 

元
気 

生
命
力

天
真
爛
漫 

宝
物 

未
来

「
お
」お
ら
か
に
、「
や
」さ
し
く(

時
折
厳
し
く)

見
守
る
存
在

「
親
」と「
子
」は
同
じ
こ
と

厳
格
か
つ
寛
容

成
長
し
て
い
く
子
ど
も
に
と
っ
て
一
番
影
響
の
あ
る
存
在

生
き
る
証

ひ
た
す
ら
可
愛
い

個
性
の
か
た
ま
り

切
っ
て
も
切
れ
な
い
存
在

自
分
を
生
ん
で
く
れ
た
存
在

絶
対
的
味
方
！

一
番
落
ち
着
け
る
人
た
ち

可
能
性
が
無
限
な
宝
物

自
分
よ
り
大
事
な
存
在

最
も
身
近
な
人
生
の
先
行
者

子
＝
個　

守
る
べ
き
も
の

無
償
の
愛
を
捧
げ
ら
れ
る
人

ひ
と
つ
の
人
格
を
持
っ
た
人
間

元
気
を
く
れ
る
も
の

例
え
る
な
ら
「
器
」
の
よ
う
な
も
の

例
え
る
な
ら
「
器
」
を
彩
る
料
理

成
長
さ
せ
て
く
れ
る
存
在

最
一
番
身
近
な
大
人　

ず
っ
と
大
切
に
し
た
い
も
の

変
化
し
て
い
く
人

小さいうちはお世話になり、
大人になったら恩返しをし、
ずっと繋がっている関係

成長と変化をしながら強さと
しなやかさを併せ持つ人格

可能性のつぼみ

日によって違い進化していくもの

親を映す鏡

脈々とつながって行く命の先端

どれだけ離れようと思っても離れなられないもの

悲しみ喜びを共にして支えてくれた存在

様々な可能性を秘めた純粋な人間

親も子だったということを思い起こさせてくれる存在

この世にいなくなっても子の人生の指針となるもの

人生に責任を持つ自覚を持った存在

優しさ

故郷

無垢

愛

あたたかい

人類の宝！

自由

笑顔

子という言葉から
イメージするもの
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●

●

●

●

●

●

●
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←第１回目
　「親子の日」

←第１5回目
　「親子の日」

「親子の日」のゆくえ
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